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大阪・関西万博開催に向けた御意見 
    

 御所属 WHILL株式会社 代表取締役兼 CEO   御名前 杉江 理 様  

 

1. ２０２５年の大阪・関西万博に何を期待しますか。 

（是非するべきこと、また、するべきではないこと、後世に残すべきもの等）  

 

コンセプト案 

1)誰もが参加できる。来場者 10億人を目指す。 

(過去 dataによると万博の来場者数は２０００万人程度)http://factboxglobal.com/expo 

2)“平和”の相互理解 

3) Post 資本主義 

 

1) 物理的、非物理的、言語、老若男女、国、性別、民族、コンディションを超えて誰もが参

加できる万博。 

 

2) 宗教、人種、カルチャー全ての垣根を超えて各々の”平和”の意味を理解することができ

る万博。 

 

世界中の人に”平和”とは何かを問うた時、その ”平和”の形は各々違っている。皆平和

を願っている、しかしその意味が違うから争いが起こる。各々の”平和”の意味を理解し 

理解することはできないだろうか？無宗教の人が多く、中立の立場に立つことができるの

は日本の特徴。中央集権の時代が終わり、より個人に focus されていく時代において。

各々を理解していくというのは自然な流れ。各々の”平和”の意味を考え、理解し時代を

前に進めることはできないだろうか。 

 

3) 新しい幸せの形/xx主義を提示し、未来の人類のあるべき姿を見せる万博。 

 

資本主義である限り資本が強いことが主となる。そうすると中国や米国を follow してい

くことになるが果たしてそれが本当に幸せにつながっていくのか？幸せの再定義をし、そ

れにあったスタイルを追求することによって Post 資本主義が見えてくる。 

 

2. 大阪・関西万博で見せるべきコンテンツは何でしょうか。 

（例：最先端技術の実証、SDGs達成への貢献、ライフサイエンス分野との連携等） 

 

1) 誰でも心地よく参加できるインフラ。 

非物理的参加方法: VR、遠隔ロボット、テレプレゼンス 

物理的参加方法(特に高齢者や身体に問題がある方): 近距離タクシー (WHILL)、動く道、

動く展示場 

言語: Google 翻訳、 

他: LGBT、宗教を考慮したものなど 

 

http://factboxglobal.com/expo
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3. 会場計画及びインフラ整備について、新たなアイデアや御意見をお願いします。 

(例：会場のデザイン、水面や緑地の利活用、待ち時間のない万博とするための手法、災

害対策、暑さ対策等）  

 

2に同じ。 

 

4. そのほか、御自由に御意見をお願いします。 

 

以上 


